地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：認知症高齢者グループホーム 宇賀の杜・里 楽舎
　　　　　認知症高齢者デイサービス 宇賀の杜 楽舎

施設種類：グループホーム　・　小規模多機能型居宅介護施設（該当に○）
日　　時：令和6年9月24日（火）　14時～15時
会　　場：認知症高齢者グループホーム 宇賀の里 楽舎 相談室
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出席者
（人数）
（議題）
・出席者紹介
· グループホーム・デイサービス 宇賀の杜 楽舎の入居者利用状況説明
メイン議題「介護負担を軽減する介護技術について」
　　　　　　　　　　　　　　　
· 皆様からのコメント・アドバイス
（報告事項）
　グループホーム杜、グループホーム里、デイサービスともに特に報告事項はありません。
　
　　
〇グループホーム　宇賀の杜　利用状況（2024.9.20現在）
　入居者18名（東舎9名・西舎9名）
　男性　5名　女性　13名　平均要介護度　2.25
　最高年齢　98歳　最低年齢　69歳　平均年齢　86.1歳
〇デイサービス　宇賀の杜楽舎　利用状況
　現在登録者数　22名
　男性　10名　女性　12名　平均要介護度　2.33
　最高年齢　95歳　最低年齢　72歳　平均年齢　85.5歳
〇グループホーム　宇賀の里　利用状況
　入居者8名
　男性　1名　女性　7名　平均要介護度　2.87
　最高年齢　100歳　最低年齢　78歳　平均年齢　86.3歳
〇メイン議題
「介護負担を軽減する介護技術について」
・正しい介護技術を実践することで介護者への負担はもちろん要介護者への負担も軽減できるため、今回は楽舎で行っている基本的な介護技術と認知症高齢者への介護技術の実践をお話させていただきました。
また、正しい介護技術を実践することで要介護者への自立支援にもつながる取り組みを説明させていだだきました。
大まかには以下の通りです。
「介護負担を軽減する介護技術について」
・ボディメカニクスの実践（身体力学）
・利用者のADLに合わせた基本的な介護技術
・環境整備の大切さ
・チームケアと休息
「認知症ケア、自立支援に必要な介護技術」
・認知症ケアに必要な介護技術
・自立支援に必要な介護技術
・家族や介護者への支援
　
〈利用者家族様代表（黒﨑様）〉
・楽舎の介護職の皆さんには感謝しています。
　今後とも色々と相談させて頂きたいと思います。
〈楽舎施設長より〉
・あらためて楽舎でおこなっている支援を振り返り、自分がやってきたことが受け継がれていることを嬉しく思う一方、表面上の支援になっているスタッフ（それぞれの支援がどんなことにつながっているのか）もいるように感じるので今回の議題で発表したことはスタッフにも共有して楽舎全体のレベルアップにつなげたい。
（楽舎より）
・貴重なご意見やアドバイスを頂きありがとうございました。
　楽舎では今後とも利用者様の出来る事や自己決定を大切にして自立支援を支える姿勢を心掛けることで身体的な支援のみならず、精神的な健康を保っていただけるよう支援を続けたいと思っております。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
